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(1) (4)

昨
年
末
に
示
さ
れ
た
土
地
開

発
公
社
健
全
化
計
画
は
06
年
度

～
10
年
度
の
５
年
間
に
約
32
億

円
を
投
入
し
て
土
地
を
買
い
戻

す
内
容
で
、
06
年
度
予
算
も
計

画
通
り
の
金
額
が
計
上
さ
れ
ま

し
た
。

公
社
保
有
の
土
地
を
放
置
す

れ
ば
将
来
の
負
担
が
増
加
す
る

た
め
、
こ
う
し
た
計
画
に
踏
み

切
っ
た
こ
と
は
納
得
で
き
る
も

の
で
す
が
、
対
応
の
遅
さ
が
悔

や
ま
れ
ま
す
。

尾張旭の財政苦の背景はなに？

６億４０００万円の用地取得が５年続く

土地開発公社健全化計画

ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
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早朝宣伝後、旭前駅にて

●
地
価
の
下
落
傾
向
に
歯
止
め
が

か
か
ら
ず
、
積
極
的
に
取
組
ん
で

き
た
区
画
整
理
に
多
額
の
補
助
金

が
必
要
。

●
景
気
動
向
・
地
価
見
込
み
の
甘

さ
か
ら
、
多
額
の
用
地
取
得
を
土

地
開
発
公
社
で
行
っ
て
き
た
。

●
狭
い
市
域
に
下
水
処
理
施
設
が

２
つ
有
り
、
下
水
整
備
が
効
率
的

に
で
き
な
い
。

電
線
共
同
溝
な
ど
の
不
急

の
事
業
を
継
続
し
、
私
た
ち

が
提
起
し
て
い
る
増
収
策
も

行
っ
て
い
な
い
上
に
、
市
民

税
や
国
保
税
、
介
護
保
険
料

や
施
設
使
用
料
な
ど
住
民
へ

の
負
担
を
増
や
し
た
新
年
度

予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
度
予
算
に
は
評
価
で

き
る
施
策
も
数
多
く
あ
り
ま

す
が
、
冒
頭
で
紹
介
し
た

「
お
金
が
な
い
」
と
い
う
市

長
の
発
言
は
、
そ
の
背
景
の

失
敗
に
は
触
れ
ず
、
市
民
要

望
を
抑
え
る
も
の
で
す
。

「
お
金
が
な
い
」
と
言
っ

て
も
、
尾
張
旭
市
に
は
ま
だ

ま
だ
住
民
要
望
を
実
現
し
て

ゆ
く
余
地
は
あ
り
ま
す
。

「
お
金
が
な
い
」
に
遠
慮
せ

ず
言
い
た
い
こ
と
を
言
い
ま

し
ょ
う
。

住
民
負
担
増
の
新
年
度
予
算
が
可
決

良
知

静
夫

平成クラブ 創新クラブ会
派

日本
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陳情に対する各議員の態度

議案などの名称

３月議会

○:賛成 ×:反対

※議長は

採決に加わりません。
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××××××××

欠

×××××××××××

－

×

○○
地方交付税、地方財政の確保に向

けた意見書採択を求める陳情書

××××××××

欠

×××××××××××

－

×

○○
医師・看護職員確保対策
の充実についての陳情

××××××××

欠

×××××××××××

－

×

○○
精神障害者の医療費助成制度の改善と、
愛知県 に「精 神障害 者の 医療 費助 成を
求める意見書」の採択を求める陳情書

××××××××

欠

×××××××××××
－

×

○○
国の責任を患者・地方自治体に 転嫁す
る「医療制度改革」反対の意見 書の採
択を求める陳情書

××××××××

欠

×××××××××××

－
×

○○
「公共サービスの安易な民間開放は行
わず、充実を求める意見書」提出に関
する陳情

市が示した

財政苦 ３つの独自理由

２
月
は
じ
め
。
あ
る
行
事
に
姿

を
現
し
た
市
長
は
「
本
当
に
お
金

が
な
い
」
と
開
口
一
番
、
あ
い
さ

つ
を
始
め
ま
し
た
。

自
治
体
の
多
く
が
財
政
難
を
口

に
し
ま
す
が
、
困
難
さ
は
そ
れ
ぞ

れ
特
徴
が
あ
る
も
の
で
す
。

尾
張
旭
独
自
の
財
政
苦
の
理
由

は
何
か
？
３
月
議
会
で
質
す
と
、

市
は
左
の
３
つ
を
示
し
ま
し
た
。

下
水
に
つ
い
て
は
地
形
や
歴
史

的
な
経
過
も
あ
り
、
避
け
が
た
い

も
の
で
は
な
い
か
と
思
え
ま
す
が
、

区
画
整
理
や
土
地
開
発
公
社
の
問

題
は
軌
道
修
正
が
早
け
れ
ば
傷
口

は
も
っ
と
小
さ
か
っ
た
は
ず
で
す
。

３月議会では議案など合計50案件について

賛否が問われ、このうち日本共産党市議団は

新年度一般会計予算をはじめ11議案と陳情１

件に反対しました。

賛否の分かれたものは全部で16件ですが、

今回は陳情について掲載しました。（他のも

のは下記ホームページで紹介しています。）

日本共産党尾張旭市議団のホームページ

http://www.gctv.ne.jp/~jcpasahi/

反対理由を言わない他会派議員

賛否の分かれた５つの陳情については、委

員会でも本会議でも反対理由が語られること

はありませんでした。理由も言わずに反対す

るのは陳情を出した市民団体や人々を無視す

る行為ではないでしょうか。

議論をする場の議会として問題があります

し、せめて反対理由ぐらい表明すべきです。

陳情第２号 全会一致で不採択

「フェロシルト撤去計画説明会」にて発言のあっ

た、フェロシルト以外の産業廃棄物が埋設され

ているのでは？との疑惑解明のため、議会とし

て地方自治法第百条委員会設置について

百条委員会を設置しなくても、所管の建設経済委員会

で議論すれば済む中身と考え反対しました。全会一致で、

不採択となった陳情は、あまり覚えがなく、珍しいので

掲載しました。

陳情第７号 全会一致で採択

出資法の上限金利の引き下げ等、「出資の受入

れ、預り金及び金利等の取締りに関する法律」

及び「貸金業の規制等に関する法律」の改正を

求める陳情書

党議員団は多重債務者の相談活動に５年ほど前から取

り組んでいますが、この陳情は多重債務者を生み出す原

因の一つ、高金利の引下げを求める内容です。４月８日

の中日新聞では、全国で２３７の地方議会が採択したと

報じていました。

全会一致となった陳情について

※

××××××××

欠

×××××××××××

－

×××「フェロシルト撤去計画説明会」にて発言のあっ
た、フェロシルト以外の産業廃棄物が埋設され
ているのでは？との疑惑解明のため、議会とし
て地方自治法第百条委員会設置について

○○○○○○○○欠○○○○○○○○○○○－○○○
出資法の上限金利の引き下げ等、「出資の受入
れ、預り金及び金利等の取締りに関する法律」
及び「貸金業の規制等に関する法律」の改正を
求める陳情書



中
学
校
の
卒
業
式
で
あ
い
さ

つ
を
す
る
機
会
が
あ
り
、
卒
業

生
を
前
に
し
て
「
こ
れ
か
ら
皆

さ
ん
が
直
面
す
る
困
難
な
こ
と

の
中
に
は
、
世
界
を
見
渡
す
と
、

す
で
に
そ
の
問
題
を
解
決
し
て

い
る
国
も
あ
る
。
一
致
団
結
し

て
歴
史
を
動
か
す
原
動
力
に
な
っ

て
欲
し
い
。
」
と
い
う
話
を
し

ま
し
た
。

３
月
議
会
で
「
市
独
自
の
奨

学
金
制
度
」
を
検
討
す
る
よ
う

に
も
と
め
る
質
問
が
念
頭
に
あ
っ

た
か
ら
で
す
。

大
学
の
入
学
金
・
授
業
料
を

欧
米
と
比
較
す
る
と
、
日
本
の

国
立
大
学
が
82
万
円
、
私
大
の

平
均
が
１
３
０
万
円
で
あ
る
の

に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
41
万
円
、

イ
ギ
リ
ス
21
万
円
、
ド
イ
ツ
や

フ
ラ
ン
ス
は
１
万
数
千
円
で
す
。

（
文
部
科
学
省
「
教
育
指
標
の

国
際
比
較
」
04
年
版
か
ら
）

本
来
な
ら
高
す
ぎ
る
学
費
を

引
き
下
げ
る
べ
き
で
す
が
、
今

の
と
こ
ろ
、
そ
う
し
た
流
れ
に

は
な
っ
て
お
ら
ず
逆
に
値
上
げ

を
続
け
て
い
ま
す
。

年
齢
と
と
も
に
給
与
の
上
が

る
年
功
序
列
型
賃
金
体
系
が
崩

れ
は
じ
め
、
平
均
所
得
も
減
少

し
て
い
る
中
で
、
教
育
の
機
会

均
等
が
奪
わ
れ
、
格
差
の
固
定

化
に
結
び
つ
き
か
ね
な
い
社
会

状
況
と
言
え
ま
す
。

市
の
答
弁
は
否
定
的
な
も
の

で
し
た
が
、
こ
の
ま
ま
日
本
の

高
額
費
が
続
く
の
で
あ
れ
ば
必

要
性
が
増
し
て
ゆ
く
制
度
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
大
阪
府
内

に
は
独
自
に
大
学
生
へ
の
奨
学

金
制
度
を
持
つ
市
町
が
11
あ
り

ま
す
。
今
後
も
検
討
を
求
め
て

ゆ
き
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
６
項

目
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

川村つよし議員の質問

塚本みゆき議員の質問

○ ○ ○ 議 会 質 問 ピ ッ ク ア ッ プ ○ ○ ○
●紙面の都合で詳細に書けませんが、７月には議事録を図書館や市のホームページでご覧になれます●

子
育
て
支
援
と
し
て
経
済
的

援
助
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

尾
張
旭
は
本
年
７
月
か
ら
の
保

育
料
の
値
上
げ
を
決
定
し
て
い

ま
す
。
今
回
の
値
上
げ
に
は
、

「
２
人
目
は
全
階
層
保
育
料
の

高
い
方
が
半
額
」
「
３
人
目
は

無
料
」
と
す
る
改
正
点
が
あ
り

ま
す
が
複
数
の
子
が
入
園
し
て

適
用
さ
れ
る
も
の
で
す
。

結
局
、
値
上
げ
の
負
担
は
ど

の
家
庭
に
も
か
か
っ
て
き
ま
す
。

問

な
ぜ
、
今
保
育
料
の
値
上

げ
を
す
る
で
し
ょ
う
か
。

答

誰
も
が
保
育
園
に
入
る
わ

け
で
は
な
い
。
公
平
性
を
考

え
た
。

問

保
育
園
の
人
件
費
の
50
％

を
受
益
者
負
担
さ
せ
る
考
え

の
根
拠
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

答

人
件
費
が
大
き
な
ウ
ェ
ー

ト
を
占
め
て
い
る
、
こ
れ
か

ら
も
こ
の
数
値
を
参
考
に
し

て
い
く
。

問

１
人
し
か
入
園
し
て
い
な

い
家
庭
に
は
値
上
げ
の
負
担

が
大
き
く
の
し
か
か
り
ま
す
。

そ
こ
へ
の
経
済
的
な
支
援
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

で
し
ょ
う
。

答

近
隣
市
町
と
比
較
し
て
、

妥
当
な
水
準
に
し
た
と
考
え

て
い
る
。

＊
参
考

保
育
料
最
高
額

（
現
在
）
４
万
９
９
５
０
円
→

（
値
上
げ
後
）
５
万
２
５
０
０
円

年
間
３
万
０
６
０
０
円
ア
ッ
プ

尾
張
旭
市
は
今
年
か
ら
子
育

て
支
援
と
し
て
乳
幼
児
医
療
の

無
料
化
を
就
学
前
ま
で
拡
大
し

ま
す
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
保

育
料
の
値
上
げ
を
し
、
そ
の
理

由
を
「
公
平
性
を
考
え
た
措
置
」

と
い
う
の
で
す
か
ら
、
共
働
き

家
庭
の
実
情
の
捉
え
方
と
、
子

育
て
支
援
に
対
す
る
基
本
的
な

考
え
方
に
つ
い
て
厳
し
く
問
わ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

＊
そ
の
他
に
「
児
童
虐
待
防
止

対
策
」
・
「
障
害
者
へ
の
自
立

支
援
」
に
つ
い
て
も
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

(3) (2)

市
独
自
の
奨
学
金
制
度

創
設
に
つ
い
て

保
育
料
の
値
上
げ
問
題

○ 子育て支援センターが藤池保育園・西部保育園分園・本地ヶ原児童館に

も設置されます

○ 児童クラブが本地原小学校を使って行われます

○ 児童クラブの開始時間が夏・冬休み等は朝７時半からに延長されます

○ 全小学校の普通教室に扇風機が設置されます

○ 東栄小・本地原小・旭ヶ丘小に「子どもと親の相談員」が配置されます

○ 旭小学校・総合体育館の耐震補強工事が行われます

○ 自主防災組織活動マニュアルが作成されます

○ 「文化振興計画」の作成をはじめます

乳幼児医療費無料制度の対象年齢が小学校に入る前までに拡大されます

保育園に通う子どもが２人いる場合、金額が高い方の保育料が全所得階層で半額に。

３人いる場合、３人目の保育料が無料になります。

試験運行中の公共交通で、ルートの変更・回数券・一日乗

車券・乗継券の発行・小型バスでの運行などが検討されます。

１週間に３日までだった、高齢者の配食サービスが、

１週間に５日まで使えるようになります。

みなさんの声と日本共産党議員団の議会質問で

みなさんから寄せられる声を、議会質問

や予算要望書で市に要求してきました。

２００６年度の予算に反映された内容を

一部ご紹介します。

今後もご意見・ご要望をおよせ下さい。

実現のためにガンバリます

実現しました

「市民の足」の検討進む

乳幼児医療で無料となる年齢が広がります

保育料の減免制度が改善

高齢者の配食サービス日数が増えます


